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おおさきおおさき
議会だより

No.

９月定例会９月定例会

こんなこと決めましたこんなこと決めました
　●令和４年度補正予算　●令和４年度補正予算……………………２２
　●９月議会定例会審議結果　●９月議会定例会審議結果…………４４

●●  町政を問う（一般質問）町政を問う（一般質問）……………………………… 55
● ● インタビュー（ピックアップおおさき）インタビュー（ピックアップおおさき）…………………… 1717
● ● 町民の広場・編集後記町民の広場・編集後記……………………………… 1818

■■
■■

「鹿児島県畜産共進会へ出場」

本町から本町から７７年ぶりに年ぶりに「第71回鹿児島県畜産共進会」「第71回鹿児島県畜産共進会」にに４４頭が出品！頭が出品！

全共鹿児島大会で和牛日本一！！
県代表が 9区のうち6区で首席に輝きました。



一般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

主
な
補
正
予
算住

民
環
境
課

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
謝
礼

商
品
券

問 

令
和
５
年
１
月
ま
で
に
申
請
し

た
方
に
３
，
０
０
０
円
の
商
品
券

を
交
付
す
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た

が
、
財
源
は
全
額
国
の
交
付
金
か

答 

３
，０
０
０
円
の
う
ち
１
，０
０
０

円
分
が
交
付
金
対
象
で
あ
り
、残
り

の
２
，０
０
０
円
は
一
般
財
源
で
あ
る
。

問 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

率
が
低
い
の
は
、
情
報
漏
洩
へ
の

不
安
や
窓
口
対
応
の
遅
さ
に
原
因

が
あ
る
の
で
は

答 

さ
ま
ざ
ま
な
不
安
に
対
し
て
は
、

丁
寧
に
説
明
を
行
い
な
が
ら
推
進
を

図
り
、
窓
口
対
応
に
つい
て
は
申
請

書
端
末
の
増
設
と
事
務
の
効
率
化

に
取
り
組
む
。

教
育
委
員
会
管
理
課

機
械
借
上
料

問 

今
後
危
険
が
予
想
さ
れ
る
樹

木
の
伐
採
費
用
が
含
ま
れ
る
と
の

説
明
で
あ
っ
た
が
、
全
体
の
危
険

箇
所
の
把
握
が
必
要
で
は

答 

毎
月
各
学
校
に
お
い
て
遊
具
、

樹
木
、
施
設
の
点
検
を
実
施
し
て

お
り
、
修
繕
が
必
要
な
場
合
は
早

急
に
対
処
し
、
必
要
な
場
合
は
専

門
事
業
者
に
依
頼
す
る
な
ど
の
対

応
を
と
って
い
る
。

教
育
委
員
会
管
理
課

学
校
給
食
物
資
高
騰
分
補
助
金

問 

補
助
金
の
交
付
に
よ
り
、
給
食

の
質
を
維
持
で
き
る
見
込
み
か

答 

子
ど
も
た
ち
の
栄
養
を
考
え
て

メ
ニュー
を
作
って
い
る
た
め
、
質
を

変
え
た
り
、
代
替
品
を
使
う
よ
う

な
こ
と
は
せ
ず
、
補
助
金
の
活
用
に

よ
り
通
常
の
給
食
内
容
を
配
給
し

て
い
く
。

農
林
振
興
課

原
油
・
原
材
料
価
格
高
騰
緊
急

対
策
事
業
交
付
金

問 

認
定
農
家
に
10
万
円
、農
業
法

人
、漁
業
者
、養
鰻
業
者
に
20
万
円

を
交
付
す
る
事
業
と
の
説
明
で
あ
っ

た
が
周
知
方
法
は

答 

周
知
漏
れ
が
無
い
よ
う
に
対
象

の
個
人
、
法
人
宛
へ
、
個
別
に
封
書

に
入
れ
て
通
知
を
す
る
。

議案審議9 月定例会

令和４年度一般会計補正予算令和４年度一般会計補正予算

２億3千949万８千円　増額
総額

105億8千143万1千円
2,228

万円

384
万円

台風14号の強風で倒木したにれの木（大崎小）

360
万円

2,780
万円
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令
和
４
年
度
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

８
０
０
万
円
増
額

　

今
回
の
補
正
は
、
水
道
事
業
の

経
営
一
元
化
に
伴
う
変
更
認
可
申

請
書
作
成
業
務
委
託
料
が
主
な
も

の
と
な
って
い
ま
す
。

問 

な
ぜ
今
回
、
簡
易
水
道
と
上

水
道
事
業
の
経
営
一元
化
を
行
う

の
か

答 

今
回
、
簡
易
水
道
か
ら
上
水
道

の
統
合
に
係
る
猶
予
期
限
を
超
過

し
、
国
か
ら
の
通
達
に
よ
り
、
年

度
内
に
経
営
一
元
化
に
伴
う
変
更

認
可
申
請
書
等
の
提
出
を
求
め
ら

れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

問 

水
道
事
業
経
営
を一元
化
し
た

場
合
、
国
か
ら
の
補
助
は
見
込
ん

で
い
る
か

答 

水
道
事
業
は
、
長
年
、
企
業
会

計
で
運
営
し
て
い
る
た
め
外
部
か
ら

の
補
助
金
等
は
見
込
ん
で
い
な
い
。

議案審議9月定例会

令
和
４
年
度
大
崎
町
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算　

（
第
１
号
）６

５
９
万
８
千
円
増
額

問 

大
崎
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
に

は
タ
ン
ク
が
２
基
あ
る
。
ス
ク
リ

ー
ン
ユ
ニ
ッ
ト
は
何
基
で
運
用
し

て
い
る
の
か

答 

ス
ク
リ
ー
ン
ユ
ニッ
ト
は
１
基
で

運
用
し
て
い
る
。
運
用
開
始
か
ら

20
年
近
く
経
過
し
て
い
る
た
め
今

回
修
繕
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

条
例
関
係

議
案
第
29
号

大
崎
町
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

原
案
可
決

　

こ
の
条
例
は
、
個
人
番
号
カ
ー

ド
を
利
用
し
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
等
の
多
機
能
端
末
機
を
介

し
た
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
を

可
能
と
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

議
案
第
30
号

大
崎
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

　

こ
の
条
例
は
、
妊
娠
、
出
産
、
育

児
等
、
仕
事
の
両
立
支
援
の
た
め
職

員
が
育
児
休
業
を
取
得
す
る
際
、
取

得
要
件
の
緩
和
等
を
行
う
た
め
に
条

例
の一部
を
改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

人
権
擁
護
委
員

　

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つい
て

意
見
を
求
め
ら
れ
た
の
で
、
議
会

は
適
任
で
あ
る
と
答
申
し
ま
し
た
。

住
所　

大
崎
町
野
方

氏
名　

春
田　

洋
子 

氏
（
68
歳
）

決
算
審
査
特
別
委
員
選
任

認
定
１
号
～
６
号
（
歳
入
歳
出
決

算
認
定
）

認
定
第
１
号　

一
般
会
計

認
定
第
２
号　

�

国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計

認
定
第
３
号　

�

後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計

認
定
第
４
号　

�

介
護
保
険
事
業
特

別
会
計

認
定
第
５
号　

水
道
事
業
会
計

認
定
第
６
号　

�

公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計

委
員
長　

児
玉
孝
德

副
委
員
長　

吉
原
信
雄

委　

員　

小
野
光
夫　

上
原
正
一

　
　
　
　

中
山
美
幸　

中
倉
広
文

　
　
　
　

宮
本
昭
一　

諸
木
悦
朗

　
　
　
　

稲
留
光
晴　

平
田
慎
一

スクリーンユニット
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９月定例会議案等に対する採決状況一覧
（〇賛成　●反対　議長（神﨑文男）は裁決に加わらない。）

※�【
本
会
議
場
で
の
質
疑
】
承
認
第
５
号　
専
決
処
分
の
承

認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て（
損
害
賠
償
の
額
を
定
め

和
解
す
る
こ
と
に
つ
い
て
）

問　
中
山
美
幸
議
員　

個
人
情
報
流
出
防
止
の
た
め
の
取
扱
い

マ
ニュ
ア
ル
を
作
成
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

中
心
に
作
成
す
る
の
か

答　
最
初
の
段
階
で
の
チ
ェッ
ク
機
能
、
決
裁
確
認
等
が
事
務
手

続
き
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
マ
ニュア
ル
を
改
め
、
関
係

課
と
協
議
の
上
、
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
の
支
援
措
置
対
象

者
の
対
応
等
、
マニュア
ル
の
精
度
を
高
め
る
作
業
を
行
う
。

議
案
第
26
号　

令
和
４
年
度
大
崎
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

問　
平
田
慎
一
議
員　

役
場
の
駐
車
場
横
の
が
け
地
に
隣
接
す

る
建
物
の
許
可
に
つ
い
て
、
本
町
の
対
応
及
び
今
回
の
予
算
措

置
も
含
め
、
対
策
に
使
っ
た
一般
財
源
の
総
額
は
い
く
ら
か 

答　
が
け
地
に
隣
接
す
る
建
物
は
新
築
で
な
く
改
修
と
し
て
建

築
さ
れ
県
が
許
可
を
出
し
て
い
る
。

　

が
け
地
は
町
有
地
で
、
建
物
上
に

城
内
共
有
地
が
あ
り
、
が
け
崩
れ

の
危
険
が
あ
る
た
め
墓
地
移
転
や
シ

ラ
ス
の
除
去
等
を
行
い
対
応
し
総
額

３
千
万
円
程
か
か
っ
て
い
る
。
建
物

移
転
に
つい
て
は
、
地
主
と
協
議
し
た

が
同
意
頂
け
な
か
っ
た
。

議案等
の番号 件　　　　　　　　　名

賛 否 の 意 思 表 示

平
田
慎
一

富
重
幸
博

稲
留
光
晴

諸
木
悦
朗

宮
本
昭
一

中
倉
広
文

中
山
美
幸

吉
原
信
雄

上
原
正
一

小
野
光
夫

児
玉
孝
德

神
﨑
文
男

議決結果

承 認 
第 ５ 号

専決処分の承認を求めることについて 
（損害賠償の額を定め和解することについて） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 承 認

議 案 
第 26 号 令和４年度大崎町一般会計補正予算（第３号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決

議 案 
第 27 号 令和４年度大崎町水道事業会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決

議 案 
第 28 号

令和４年度大崎町公共下水道事業特別会計補正予算 
（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決

議 案 
第 29 号

大崎町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改
正する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決

議 案 
第 30 号

大崎町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正
する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決

議 案 
第 31 号

２災 835 号田中橋橋梁災害復旧工事請負変更契約の
締結について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可　決

議 案 
第 32 号

２災 836 号飯隈橋橋梁災害復旧工事（下部工１工区）
請負変更契約の締結について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可　決

議 案 
第 33 号

２災 836 号飯隈橋橋梁災害復旧工事（下部工２工区）
請負変更契約の締結について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 可　決

諮 問　 
第 １ 号

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについ
て 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 適任

である

隣接するがけ地
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一  般  質  問一  般  質  問
富　重　幸　博　議員　　　　Ｐ６
・持続可能な町づくり施策の充実を図れ

稲　留　光　晴　議員　　　　Ｐ７
・インボイス対策について
・国保税の 3 方式への進捗状況はどうか
・コロナ感染での在宅療養中の支援措置はどうか
・肥料高騰支援策の本町説明会の内容を示せ
・安倍元首相の国葬への参加要請について

諸　木　悦　朗　議員　　　　Ｐ８
・大崎町の基幹産業である農業の持続可能性について
・準用河川（天神川）の改修工事について

吉　原　信　雄　議員　　　　Ｐ９
・学校教育環境の整備について
・消防分団詰所のあり方について

中　倉　広　文　議員　　　　Ｐ 10
・旧大丸保育園の今後の活用について
・SDGs の取組みについて
・国民体育大会鹿児島県大会に向けた取り組み状況について
・農道管理について
・行政情報のSNS 活用について

平　田　慎　一　議員　　　　Ｐ 11
・産業振興対策について
・農林水産業の振興について
・町有地の活用状況並びにDX 推進状況について

児　玉　孝　德　議員　　　　Ｐ 12
・子どもの安全について
・地域コミュニティについて

７
議
員
が
登
壇

 
町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

問い合せ先：大崎町議会事務局
TEL ０９９－４７６－１１１１

（内線　310・311）

一般質問とは
　町長などの執行機関に
対し、業務の執行状況や
将来の方針などについて
議員個人として政策論争
を行うものです。

二次元コード※をスマ
ホ等で読み込むと各
議員の一般質問を視
聴できます。
※�バーコードを拡張するた
めに開発された二次元
コードは、端末を使って
簡単にコードを読み取る
ことができます。

○　おおさき議会だよりNo.1655



問 

「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
」
と
い
う
観
点
か
ら
本
町

の
現
状
と
今
後
の
方
向
性
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
る
か
。

人
口
減
少
が
大
き
な
課
題

答 

町
長　
人
口
確
保
か
ら
定

住
促
進
の
た
め
の
居
住
環
境

な
ど
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
、

多
文
化
共
生
に
取
り
組
む
。

今
後
の
水
田
整
備
計
画
は

問 

益
丸
地
区
以
降
の
事
業

採
択
予
定
は
、
ど
う
か
。

有
村
下
地
区
ほ
か
推
進
中

答 
町
長　
有
村
下
地
区
に
つ

い
て
は
本
年
度
採
択
予
定
で

あ
り
、
谷
迫
地
区
が
令
和
６

年
度
、
神
領
地
区
は
同
８
年

度
の
予
定
で
あ
る
。

農
村
総
合
整
備
事
業
の
導

入
は
考
え
ら
れ
な
い
か

問 

未
整
備
地
区
に
つ
い
て

農
村
総
合
整
備
事
業
を
導
入

す
れ
ば
多
様
な
事
業
種
目
が

で
き
る
。
町
長
と
し
て
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

導
入
に
つ
い
て
検
討
し
た
い

答 

町
長　
こ
れ
ま
で
の
整
備

要
望
等
を
整
理
し
、
地
区
の

実
情
を
確
認
し
な
が
ら
導
入

に
つい
て
検
討
し
た
い
。

地
下
水
制
御
シ
ス
テ
ム（
フ
ォ

ア
ス
）の
実
証
団
地
整
備
は

問 
フ
ォ
ア
ス
を
利
用
し
た

モ
デ
ル
団
地
的
な
圃
場
整
備

の
考
え
は
な
い
か
。　

慎
重
に
検
討
し
た
い

答 

町
長　

費
用
対
効
果
を

考
慮
し
、
慎
重
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

土
木
行
政
に
関
す
る
要
望

に
つ
い
て

問 

曽
於
地
区
土
木
協
会
で

取
り
ま
と
め
る
国
及
び
県
へ

の
要
望
事
項
に
つ
い
て
、
菱

田
川
寄
洲
の
除
去
、
古
川
橋

の
改
修
と
防
災
道
路
、
逆
流

防
止
用
樋
門
等
の
整
備
を
取

り
上
げ
る
考
え
は
な
い
か
。

志
布
志
市
と
連
携
し
な
が

ら
進
め
た
い

答 

町
長　

菱
田
川
は
、
大

部
分
が
志
布
志
市
で
あ
る
た

め
、
同
市
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
県
に
寄
洲
除
去
等
の
要

望
を
し
て
い
き
た
い
。
古
川

橋
改
修
、
農
道
や
樋
門
等
に

つ
い
て
は
今
後
、
県
や
地
域

と
協
議
を
行
い
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。

自
然
災
害
な
ど
で
採
択
要
件

に
係
る
制
度
改
正
要
望
は

問 

住
宅
裏
地
の
山
林
斜
面

の
崩
落
で
砂
防
事
業
や
治
山

事
業
等
の
採
択
要
件
を
満
た

し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る

が
、
人
口
減
少
社
会
に
あ
っ

て
現
行
制
度
の
改
正
な
ど

国
・
県
等
に
要
望
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

十
分
協
議
し
て
い
き
た
い

答 

町
長　
防
災
・
減
災
、
国

土
強
靱
化
５
か
年
加
速
計
画

を
踏
ま
え
、
事
前
防
災
と
い

う
考
え
方
も
示
さ
れ
て
お
り
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

富重　幸博 議員

持
続
可
能
な
町
づ
く
り
施
策
は

定
住
促
進
、居
住
環
境
整
備

多
文
化
共
生
に
取
り
組
む

令和４年採択予定の有村下地区

早急な整備が望まれる古川橋一帯

（
そ
の
他
要
望
）

　

今
回
の
一
般
質
問
に
当
っ
て
は
、

現
行
制
度
で
救
済
で
き
な
い
ケ
ー

ス
に
つ
い
て
は
、
制
度
改
正
の
要
望

と
と
も
に
「
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
」

の
条
例
改
正
を
含
め
、一層
の
活
用

検
討
を
要
望
い
た
し
ま
し
た
。
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問 

来
年
10
月
か
ら
の
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
で
本
町
免
税
事

業
者
に
ど
の
よ
う
な
事
態
が

予
想
さ
れ
る
か

消
費
税
の
値
下
げ
要
求

答 

町
長　
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行

は
消
費
税
の
課
税
事
業
者
に

限
ら
れ
て
い
る
。

　

免
税
事
業
者
が
取
引
相
手

の
場
合
、
消
費
税
の
仕
入
れ

控
除
が
で
き
な
い
の
で
消
費

税
分
の
値
下
げ
を
要
求
し
て

く
る
事
態
が
想
定
さ
れ
る
。

免
税
事
業
者
の
件
数
は

問 
本
町
免
税
事
業
者
の
件

数
は
何
件
で
ど
の
よ
う
な
業

種
か

業
種
は
多
岐
に
わ
た
る

答 

町
長　

畜
産
を
含
む
農

業
、
飲
食
業
、
建
築
業
や

運
送
業
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、

９
３
１
件
で
あ
る
。

特
例
が
受
け
ら
れ
な
い
事
業

者
へ
の
対
応
策
の
考
え
は

問 

子
牛
を
市
場
で
販
売
す

る
場
合
、
農
協
特
例
が
受
け

ら
れ
な
い
が
対
応
策
は
考
え

て
い
る
か

特
別
な
対
策
は
考
え
て
い
な
い

答 

町
長　

特
例
を
受
け
ら

れ
な
い
場
合
に
つ
い
て
、
特
別

な
対
策
は
考
え
て
い
な
い
が
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
概
要
や

予
想
さ
れ
る
事
態
に
つ
い
て
の

説
明
は
可
能
で
あ
る
。

本
町
で
申
告
す
る
方
に
消
費

税
額
の
試
算
は
で
き
な
い
か

問 

イ
ン
ボ
イ
ス
で
消
費
税

が
課
税
さ
れ
た
場
合
、
住
民

税
計
算
時
に
消
費
税
額
の
試

算
は
で
き
な
い
か

試
算
は
で
き
な
い

答 

町
長　

確
定
申
告
期
間

前
の
研
修
も
、
所
得
税
に
つい

て
の
み
で
あ
り
、
消
費
税
に
つ

い
て
は
税
務
署
に
案
内
す
る

よ
う
指
導
さ
れ
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

国
保
税
の
３
方
式
へ
の
進
捗

状
況
は
ど
う
か

問 

令
和
５
年
度
か
ら
４
方

式
が
３
方
式
へ
移
行
と
な
る

が
、
現
在
の
試
算
状
況
は
ど

う
か

資
産
割
額
分
は
所
得
割
額

に
反
映

答 

町
長　
令
和
４
年
度
課

税
ベ
ー
ス
で
試
算
を
す
る
と
資

産
割
額
が
２
７
８
６
万
８
０

０
０
円
で
、
昨
年
に
比
べ

４
４
１
万
円
の
減
額
と
な
る
。

　

こ
れ
ら
を
考
慮
し
所
得
割

額
を
９・６
％
程
度
ま
で
引
き

上
げ
な
い
と
今
年
度
の
調
定

額
に
は
届
か
な
い
。

　

被
保
険
者
を
65
歳
未

満
の
二
人
世
帯
、
総
所
得

１
５
０
万
円
と
仮
定
し
、
２

割
軽
減
を
考
慮
し
現
行
と
比

較
す
る
と
、
資
産
割
が
あ
る

世
帯
、
資
産
割
が
な
い
世
帯

で
の
試
算
は
次
の
通
り
で
あ

る
。

稲留　光晴 議員

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
で

　
　
　
免
税
事
業
者
の
影
響
は

消
費
税
分
値
下
げ
要
求
が
想
定�

資産割医療分2,786万8,000円

税率 現行
（医療分）

➡

シミュレーション
（医療分）

所得割率 7.30％ 9.60％

均等割額 20,700 20,700

平等割額 19,300 19,300

➡

資産割がある世帯（減額となる）

△2,500円 △300円/1期

資産割がない世帯（増額となる）

2万4,600円/年額 3,000円/1期

年齢 世帯数 総所得額

65歳未満 2人 150万円

被保険者の内容（均等割、平等割は2割軽減考慮する）

○　おおさき議会だよりNo.1657



問 

本
町
の
農
業
の
現
状
に
つ

い
て
、
農
地
面
積
と
近
年
の

傾
向
を
示
せ

田
畑
と
も
減
少

答 

町
長　

近
年
の
傾
向
と

し
て
、
平
成
23
年
度
と
比
較

す
る
と
、
田
が
約
87
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
減
少
、
畑
地
が
約

２
６
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
減
少
し

て
い
る
。

耕
作
放
棄
地
の
状
況
は

問 

耕
作
放
棄
地
は
増
加
傾
向

に
あ
り
、
要
因
と
し
て
農
家

の
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
に

よ
る
も
の
が
大
き
い
と
考
え

る
が
ど
う
か

農
家
の
高
齢
化
な
ど

答 
町
長　

農
地
面
積
が
減

少
し
、
耕
作
放
棄
地
が
増
加

し
て
い
る
要
因
は
、
農
家
の

高
齢
化
と
後
継
者
不
足
が
大

き
な
原
因
で
あ
る
。

　

ま
た
昨
今
の
気
象
条
件
に

よ
る
生
産
数
量
の
減
及
び
価

格
下
落
も
要
因
で
あ
る
。

農
業
維
持
の
施
策
は

問 

今
後
、
本
町
の
農
業
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
ど
の

よ
う
な
施
策
が
必
要
か

新
規
就
農
対
策
と
条
件
整

備
な
ど

答 

町
長　
労
働
生
産
性
や
、

農
家
所
得
の
向
上
に
つ
な
が

る
農
地
の
集
約
化
を
推
進
し

て
い
く
。

　

畑
作
に
つ
い
て
は
、
新
規

就
農
者
の
増
加
対
策
、
農
地

中
間
管
理
権
を
活
用
し
た

農
地
の
集
約
・
集
積
を
図
り
、

効
率
の
よ
い
農
業
条
件
を
整

備
し
、
農
業
者
の
規
模
拡
大

を
図
っ
て
い
く
。

水
田
担
い
手
の
確
保
は

問 

水
田
を
今
後
も
維
持
し
、

さ
ら
に
経
営
す
る
担
い
手
を

ど
の
よ
う
に
確
保
し
て
い
く

の
か

労
働
生
産
性
の
向
上
を
図
る

答 

町
長　

水
田
の
担
い
手

確
保
は
、
米
の
価
格
や
転
作

制
度
に
左
右
さ
れ
な
い
作
付

体
系
の
確
保
や
農
業
収
支
の

見
通
し
が
立
つ
よ
う
な
方
向

性
を
示
し
、
労
働
生
産
性
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
が
、
新
た

な
担
い
手
の
確
保
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
る
。

農
業
公
社
の
役
割
は

問 

持
続
可
能
な
農
業
経
営

に
向
け
、
農
業
公
社
が
果
た

す
役
割
は
ど
う
か

作
付
体
系
の
確
立
な
ど

答 

町
長　

担
当
課
を
事
務

局
と
し
て
関
係
機
関
の
方
々

と
協
議
を
重
ね
な
が
ら
設
立

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

る
。

　

ま
た
、
作
付
体
系
の
確
立

に
よ
る
販
路
の
確
保
な
ど
に

よ
り
所
得
の
向
上
を
図
る
。

天
神
川
改
修
の
見
通
し
は

問 

天
神
川
の
改
修
工
事
に

つ
い
て
、
排
水
路
対
策
事
業

の
今
後
の
見
通
し
は
ど
う
か

関
係
機
関
と
協
議

答 

町
長　

事
業
経
過
は
、

平
成
25
年
度
に
地
元
土
地
改

良
区
及
び
水
利
組
合
か
ら
の

河
川
改
修
の
要
望
が
あ
り
、

安
心
・
安
全
な
耕
作
条
件
の

確
保
、
農
地
集
積
整
備
を
計

画
し
て
い
る
。

　

土
地
改
良
事
業
等
に
よ
る

整
備
を
行
う
に
は
、
現
況
が

農
地
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

た
め
、
状
況
を
確
認
し
な
が

ら
関
係
機
関
と
協
議
す
る
。

諸木　悦朗 議員

農
業
の
現
況
と
傾
向
は

水
田・畑
地
と
も
減
少

改修完了が待たれる天神川

後継者不足の農業（さつまいも堀取機）
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問 

学
校
教
育
環
境
面
で
の

先
生
方
の
過
重
勤
務
に
つ
い

て
、
教
育
長
の
認
識
を
示
せ

フ
ォ
ロ
ー
体
制
を
指
導

答 

教
育
長　

実
態
調
査
で

は
残
業
時
間
の
上
限
、
月
45

時
間
以
上
の
教
員
割
合
が
３

割
で
あ
っ
た
。

　

先
生
の
働
き
方
改
革
の
目

的
は
、
子
ど
も
と
向
き
合
う

時
間
の
確
保
で
も
あ
る
た
め
、

個
別
に
フ
ォ
ロ
ー
体
制
づ
く

り
を
指
導
し
て
い
く
。

「
地
域
移
行
」の
考
え
は

問 

中
学
校
部
活
動
に
係
る

「
地
域
移
行
」
の
方
針
を
国

が
決
定
し
た
。

　

本
町
の
体
制
づ
く
り
と
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
せ

多
く
の
課
題
解
決
が
必
要

答 

教
育
長　
「
地
域
移
行
」

を
進
め
る
に
は
指
導
者
の
確

保
、
大
会
の
あ
り
方
、
保
護

者
の
金
銭
的
負
担
な
ど
の
課

題
が
多
い
。

　

近
隣
市
町
の
取
組
み
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
令
和
５
年

度
に
関
係
機
関
で
構
成
す
る

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て

進
め
て
い
く
。

冷
水
器
の
設
置
が
必
要
で
は

問 

児
童
が
毎
日
持
参
す
る

荷
物
の
重
量
は
、
水
筒
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
含
め
て
２
㎏
以

上
と
な
る
。
身
軽
な
軽
装
が

望
ま
し
く
、
安
全
面
か
ら
も

冷
水
器
を
設
置
す
べ
き
で
は

な
い
か

協
議
し
な
が
ら
検
討
す
る

答 

教
育
長　

今
後
も
接
触

感
染
等
の
対
策
と
し
て
、
水

筒
持
参
に
よ
る
水
分
補
給
を

考
え
て
い
る
が
、
今
後
の
環

境
状
況
な
ど
を
見
極
め
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。

新
た
な
教
育
標
語
の
考
え
は

問 

前
教
育
長
は
、
教
育
行
政

の
基
本
理
念
と
し
て「
お
お

ら
か　

さ
わ
や
か　

き
わ
や

か
な
大
崎
の
教
育
」
を
掲
げ

て
そ
の
充
実
に
努
め
ら
れ
た
。

教
育
長
も
新
た
な
基
本
理
念

を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か

新
た
に
検
討
し
て
い
く

答 

教
育
長　

教
育
標
語
は

「
大
崎
町
教
育
大
綱
」「
第
３

次
大
崎
町
教
育
振
興
基
本
計

画
」
で
掲
げ
て
お
り
、
次
期

計
画
期
間
で
あ
る
令
和
７
年

度
か
ら
は
、
新
た
な
教
育
標

語
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

消
防
分
団
詰
所
の
整
備
を

問 

各
消
防
分
団
詰
所
の
建

築
年
次
を
踏
ま
え
、
現
状
の

認
識
と
今
後
の
あ
り
方
を
示

せ総
体
的
に
勘
案
し
て
検
討

答 

町
長　

菱
田
分
団
以
外

は
老
朽
化
し
て
お
り
、
今
後

建
て
替
え
や
改
修
に
つ
い
て
、

優
先
順
位
等
総
体
的
に
勘
案

し
検
討
し
て
い
く
。

詰
所
ト
イ
レ
の
水
洗
化
を

問 

現
状
の
汲
み
取
り
式
ト
イ

レ
の
詰
所
は
、
ま
ず
女
性
団

員
在
籍
の
分
団
か
ら
、
順
次

水
洗
化
が
必
要
で
は
な
い
か

改
修
計
画
に
併
せ
て
検
討

答 

町
長　

現
段
階
で
は
衛

生
面
も
考
慮
し
、
簡
易
水
洗

ト
イ
レ
の
設
置
に
つ
い
て
、

消
防
団
幹
部
会
と
協
議
し
て

い
く
。

吉原　信雄 議員

学
校
教
育
環
境
の
充
実
を
図
れ

部
活
動
の「
地
域
移
行
」を
進
め
る

設置が望まれる冷水器

新しい菱田分団詰所
○　おおさき議会だよりNo.1659



ル
オ
ー
プ
ン
は
い
つ
か
。
ま

た
、
菱
田
中
学
校
跡
地
の
進

捗
状
況
は
ど
う
か

11
月
を
目
指
し
準
備
中

答 

町
長　

源
泉
の
権
利
を

保
有
す
る
町
の
責
任
に
お
い

て
、
汲
み
上
げ
ポ
ン
プ
の
取

替
工
事
中
で
11
月
フ
ル
オ
ー

プ
ン
へ
準
備
中
で
あ
る
。

　

菱
田
中
跡
地
は
２
２
０
号

線
拡
幅
工
事
の
状
況
と
後
々

の
維
持
管
理
面
も
踏
ま
え
考

え
て
い
く
。

問 

旧
大
丸
保
育
園
の
活
用

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
ど
の

よ
う
な
協
議
が
な
さ
れ
て
き

た
か
。

　

ま
た
、
危
険
個
所
も
見
受

け
ら
れ
る
が
、
そ
の
対
応
は

ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
る
の
か

安
全
性
に
問
題
が
あ
り
解
体

を
検
討

答 

町
長　
こ
れ
ま
で
環
境
学

習
拠
点
施
設
や
横
瀬
古
墳
と

一
体
化
し
た
文
化
財
の
展
示

資
料
室
な
ど
の
活
用
を
検
討

し
て
き
た
が
、
耐
震
性
不
足
、

地
盤
沈
下
等
の
理
由
に
よ
り

施
設
の
安
全
性
が
確
保
で
き

な
い
こ
と
か
ら
、
現
在
利
用

さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
は
周
辺

の
フ
ェン
ス
や
ブ
ロッ
ク
塀
等
も

含
め
、
解
体
す
る
方
向
で
検

討
し
て
い
く
。

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
事
業
の
周
知
を
図
れ

問 

本
町
が
実
施
し
て
い
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
組
み
は
先

駆
的
な
事
業
で
あ
る
と
思
う

が
、
住
民
サ
イ
ド
で
は
な
か

な
か
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
み
の
現

状
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い

て
、
わ
か
り
や
す
く
住
民
に

示
す
べ
き
で
は
な
い
か

さ
ら
に
周
知
を
図
っ
て
い
く

答 

町
長　

事
業
内
容
を
理

解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
非
常

に
重
要
な
こ
と
な
の
で
、
さ
ら

に
周
知
を
図
って
い
く
。

リ
サ
イ
ク
ル
し
や
す
い
商
品

開
発
に
も
寄
与
す
べ
き

問 

企
業
と
連
携
し
リ
サ
イ

ク
ル
し
や
す
い
商
品
開
発
に

も
さ
ら
に
寄
与
し
、
住
民
負

担
を
軽
減
し
て
い
く
べ
き
で

は
な
い
か

企
業
と
の
連
携
で
住
民
負

担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
く

答 

町
長　

購
買
調
査
で
得

ら
れ
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
、

企
業
に
対
し
て
過
剰
包
装
を

な
く
す
な
ど
、
ご
み
の
出
に

く
い
商
品
開
発
を
啓
発
す
る

働
き
か
け
を
し
て
い
く
。

ビ
ー
チ
ス
ポ
ー
ツ
競
技
場
の

環
境
整
備
は
万
全
か

問 

水
量
不
足
が
懸
念
さ
れ

る
国
体
競
技
会
場
の
散
水
施

設
と
大
丸
運
動
公
園
側
の
排

水
不
良
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
に
対
応
さ
れ
る
の
か

順
次
改
修
を
実
施
し
て
い
く

答 

教
育
長　
散
水
施
設
は
、

計
画
よ
り
使
用
量
が
増
え
た

た
め
本
年
度
中
に
改
修
を
行

う
。
大
丸
運
動
公
園
は
排
水

対
策
も
含
め
、
来
年
度
に
グ

ラ
ウ
ン
ド
改
修
を
予
定
し
て
い

る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
さ
ら
な
る
活
用
を
図
れ

問 

本
町
の
こ
れ
ま
で
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
活
用
状
況
に
加
え
て
、

さ
ら
に
防
災
無
線
の
内
容
や
、

町
広
報
紙
な
ど
の
主
な
情
報
、

ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
最
新
情

報
の
更
新
に
つ
い
て
も
活
用

し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か

本
年
度
中
に
新
た
に
運
用

開
始
予
定
で
あ
る

答 

町
長　

現
在
、
本
町
で

運
用
す
る
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
は
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
Ｆａｃｅ
ｂｏｏ
ｋ
、

ま
た
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
が

あ
る
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
つ
い
て
は

本
年
中
に
新
た
な
公
式
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
と
し
て
運
用
を
開
始
で

き
る
予
定
で
あ
る
。

中倉　広文 議員

旧
大
丸
保
育
園
の
活
用
に
つい
て

安
全
性
に
問
題
が
あ
り
解
体
を
検
討

現在 27 品目分別される資源物

熱戦が繰り広げられる競技場
　おおさき議会だよりNo.165　○10



問 

コ
ロ
ナ
禍
の
経
済
的
影

響
及
び
国
際
情
勢
や
円
安
に

よ
る
物
価
高
騰
・
電
力
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
危
機
等
の
現
況
認

識
と
緊
急
対
策
を
示
せ

内
容
に
応
じ
支
援
を
進
め
る

答 

町
長　

直
近
数
か
月
の

影
響
は
特
に
大
き
い
と
認
識

し
原
油
価
格
、
物
価
上
昇

支
援
金
・
同
プ
レ
ミ
ア
ム
率

１
０
０
％
商
品
券
・
非
課
税

世
帯
や
子
育
て
世
帯
な
ど
へ

の
給
付
金
や
社
会
福
祉
協
議

会
が
窓
口
の
緊
急
小
口
資
金

貸
付
等
を
行
い
引
き
続
き
支

援
を
進
め
て
い
く
。

農
林
水
産
業
の
認
識
と
対
策

は
ど
う
か

問 
資
材
・
肥
料
・
飼
料
・
燃

料
高
と
四
重
苦
と
も
い
え
る

現
況
認
識
と
対
策
を
示
せ

国・県
と
連
動
し
町
単
事
業

も
行
う

答 

町
長　

国
の
肥
料
価
格

高
騰
対
策
事
業
や
園
芸
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
構
築
事

業
・
県
の
物
価
高
騰
対
策
事

業
と
併
せ
て
町
単
事
業
と
し

て
原
油
・
原
材
料
価
格
高
騰

緊
急
対
策
事
業
を
行
う
。

畜
産
振
興
の
取
り
組
み
は

問 

本
町
か
ら
７
年
ぶ
り
に

４
頭
が
県
共
進
会
へ
出
品
さ

れ
た
が
、
畜
産
の
町
と
し
て

今
後
の
取
り
組
み
を
示
せ

積
極
的
に
推
進
し
て
い
く

答 

町
長　

本
町
の
基
幹
に

な
る
よ
う
家
畜
改
良
増
殖
方

針
及
び
計
画
交
配
に
基
づ
き
、

家
畜
の
導
入
保
留
を
積
極
的

に
推
進
し
生
産
者
の
意
欲
向

上
、
雰
囲
気
を
醸
成
す
る
。

林
業
振
興
の
現
況
認
識
は

問 

伐
採
か
ら
再
造
林
、
育

成
に
至
る
森
林
資
源
の
循
環

利
用
の
必
要
性
を
踏
ま
え
、

課
題
と
対
策
を
示
せ

保
育
や
間
伐
を
適
切
に
実
施

答 

町
長　

担
い
手
の
育
成

や
森
林
の
も
つ
多
面
的
機
能

を
発
揮
さ
せ
る
た
め
保
育
や

間
伐
を
適
切
に
実
施
す
る
。

水
産
業
の
現
況
と
対
策
は

問 

ち
り
め
ん
漁
の
不
漁
が

続
い
て
お
り
追
い
打
ち
を
か

け
る
よ
う
に
、
養
鰻
業
者
も

含
め
燃
料
高
騰
等
に
対
す
る

認
識
と
対
策
・
対
応
を
示
せ

厳
し
い
状
況
と
認
識
し
支
援

し
て
い
く

答 

町
長　

近
年
ち
り
め
ん

漁
獲
量
が
減
少
し
、
燃
料
高

騰
等
も
重
な
り
ち
り
め
ん
業

者
は
厳
し
い
状
況
と
認
識
し

て
い
る
。
養
鰻
業
者
も
重
油

価
格
高
騰
等
で
負
担
増
と
な

っ
て
お
り
町
事
業
の
個
人

10
万
円
、
法
人
20
万
円
の
緊

急
対
策
事
業
等
行
う
。

あ
す
ぱ
る
大
崎
の
温
泉　

菱
田
中
跡
地
の
進
捗
状
況
は

問 
源
泉
問
題
で
温
泉
の
オ

ー
プ
ン
が
遅
れ
て
い
る
が
フ

ル
オ
ー
プ
ン
は
い
つ
か
。
ま

た
、
菱
田
中
学
校
跡
地
の
進

捗
状
況
は
ど
う
か

11
月
を
目
指
し
準
備
中

答 

町
長　

源
泉
の
権
利
を

保
有
す
る
町
の
責
任
に
お
い

て
、
汲
み
上
げ
ポ
ン
プ
の
取

替
工
事
中
で
11
月
フ
ル
オ
ー

プ
ン
へ
準
備
中
で
あ
る
。

　

菱
田
中
跡
地
は
２
２
０
号

線
拡
幅
工
事
の
状
況
と
後
々

の
維
持
管
理
面
も
踏
ま
え
考

え
て
い
く
。

平田　慎一 議員

緊
急
・
産
業
振
興
対
策
を
示
せ

各
種・支
援
を
進
め
て
い
く

第１２回全共曽於地区最終予選会　会場

リニューアルされた温泉（露天風呂）

曽於中央家畜市場曽於中央家畜市場

そ
の
他
の
質
問

・
生
活
困
窮
者
への
対
応
に
つい
て

・
大
崎
町
Ｄ
Ｘ
推
進
状
況
に
つい
て

・�

公
募
期
間
の
短
い
補
助
事
業
の
迅

速
な
情
報
提
供
に
つい
て

○　おおさき議会だよりNo.16511



問 

自
治
公
民
館
未
加
入
者

が
3
分
の
１
程
度
い
る
。
加

入
の
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
ら
れ

る
よ
う
役
員
割
り
当
て
の
負

担
減
を
図
り
、
配
布
物
の
回

覧
板
等
の
工
夫
や
、
無
理
の

な
い
行
事
計
画
を
行
う
事
も

大
切
だ
と
思
う
が
地
域
課
題

解
決
に
組
織
間
連
携
の
考
え

は
な
い
か

課
題
と
対
策
を
協
議
す
る

答 

町
長　

が
ん
ば
る
地
域

応
援
交
付
金
の
自
治
公
民
館

加
入
促
進
事
業
参
加
を
呼
び

か
け
、
加
入
案
内
チ
ラ
シ
等

で
促
進
を
支
援
す
る
。

　

今
後
、
行
事
を
広
域
的
に

や
る
な
ど
課
題
と
対
策
を
協

議
す
る
。

地
域
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
を

問 
地
域
で
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
取

組
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
、
独
居
高
齢
者
支
援
、
コ

ロ
ナ
禍
で
の
売
上
げ
減
少
店

の
支
援
、
文
化
芸
術
支
援
な

ど
推
進
で
き
な
い
か

支
援
は
積
極
的
に

答 

町
長　

多
様
な
主
体
が

連
携
・
協
力
し
て
課
題
解
決

に
寄
与
で
き
る
よ
う
行
政
で

の
支
援
は
積
極
的
に
や
る
。

学
校
で
の
子
ど
も
の
安
全
は

問 

曽
於
市
の
小
学
校
で
樹

木
の
下
敷
き
に
な
る
事
故
が

発
生
し
た
が
、
学
校
の
遊
具

や
施
設
、
樹
木
な
ど
の
安
全

点
検
は
十
分
か

危
険
樹
木
の
伐
採
を
行
っ
た

答 

教
育
長　

造
園
業
者
に

点
検
を
兼
ね
危
険
樹
木
の
伐

採
等
を
行
っ
た
。

　

遊
具
や
施
設
は
、
日
常
的

に
管
理
職
が
校
内
巡
視
、
教

職
員
で
月
１
回
は
点
検
し
て

い
る
。

　

遊
具
は
専
門
業
者
に
よ
る

点
検
委
託
を
実
施
し
、
撤
去

や
修
繕
を
行
っ
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
依
存
対
策
は
ど
う
か

問 

ネ
ッ
ト
依
存
の
疑
い
の

あ
る
子
ど
も
は
ど
れ
く
ら
い

で
、
学
校
で
の
指
導
対
策
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か

保
護
者
へ
啓
発
し
て
い
る

答 

教
育
長　

全
国
学
力
学

習
状
況
調
査
で
、
ネ
ッ
ト
利

用
で
生
活
リ
ズ
ム
を
崩
し
て

い
る
児
童
・
生
徒
が
多
少
い

る
。

　

対
策
と
し
て
情
報
モ
ラ
ル

や
危
険
性
を
児
童
集
会
や
保

護
者
へ
啓
発
し
て
い
る
。

熱
中
症
対
策
と
避
難
生
活
に

停
電
で
使
え
る
エ
ア
コ
ン
を

問 

学
校
で
の
熱
中
症
対
策

と
し
て
、
体
育
館
等
の
避
難

所
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る

と
３
分
の
２
の
補
助
が
出
る
。

ガ
ス
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
て

熱
中
症
対
策
や
避
難
生
活
に

活
用
す
る
考
え
は
な
い
か

財
源
確
保
を
勘
案
し
検
討

答 

教
育
長　

熱
中
症
予
防

に
は
、
小
ま
め
な
水
分
補
給

や
適
切
な
空
調
設
備
の
利

用
、
運
動
時
は
マ
ス
ク
を
外

す
こ
と
や
猛
暑
時
の
活
動
中

止
、
対
処
方
法
な
ど
を
研
修

し
対
策
充
実
に
努
力
し
て
い

く
。
エ
ア
コ
ン
は
町
総
合
体

育
館
へ
の
設
置
の
動
向
、
財

源
確
保
を
勘
案
し
順
次
検
討

す
る
。

児玉　孝德 議員

負
担
減
で
自
治
公
民
館
加
入
促
進
を

加
入
の
課
題
と
対
策
を
協
議
す
る

倒木した小学校の大木（大崎小学校）

停電でも使えるガスエアコン停電でも使えるガスエアコン
　おおさき議会だよりNo.165　○12



切り取り線

議会議会をを傍聴傍聴
してみませんか!!してみませんか!!

　手続きは簡単です｡ 本会議の
当日、傍聴人受付票に住所･氏
名などを記入していただくだけ
です｡
　なお、本会議は本庁舎３階の
本会議場において午前１０時か
ら行われます。一般質問のある
日程のときは、事前に防災無線
でもお知らせしています｡ どうぞ
お気軽にお越しください｡

　次回の定例会は12 月です｡

差出有効期限
令和５年３月
31日まで
（切手不要）

住所

氏名

※回答を希望される場合は、住所・氏名をご記入ください。

議会だより164号の返信用ハガキにて寄せられた意見に対する回答

①「事業者協力型自家用有償旅客運送」制度を大崎町での導入を検討していただきたい
　�企画調整課　　答 自家用有償旅客運送事業については地域交通会議等に協議を行うこ
と、または地域公共交通計画に同事業の実施が定められている場合に実施可能です。
本町は今年度中に公共交通に関する在り方の協議や実態調査を重ね、来年度中に地域
事業に即した地域公共計画を策定予定であり、同事業についても検討していくことと
しております。

②牛の日本一と言いながらその美味しいお肉を食べられる店が少ないのではないか
　�企画調整課　　答 「美味しいお肉を食べられるお店を」とのご意見でございますが、町
内にも焼肉店も数店あり多くの方々にご利用いただいております。ぜひ帰省客やご友
人にも、焼肉店だけでなく町内飲食店をお勧めいただきますようお願いいたします。

③あすぱる大崎の温泉はいつオープン予定か
　�企画調整課　　答 あすぱる大崎については、9 月議会において一般質問をいただいた
ところです。経年劣化による修繕箇所が多く、改修に時間を費やしておりましたが、
この度準備が整い、阿部商事有限会社より 11 月中のオープンとお聞きしております。

その他匿名意見
・定住促進といいながら農地法により土地を探せないので、もっと広い視野で考えてもらいたい。
・リサイクルについて、月 2 回の回収、また前日に資源ごみを出せるようにしてほしい。

※要旨抜粋
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町議会に対する意見をお聞かせください。

切り取り線

　大崎町議会では、議会基本条例（平成 24年１月１日施行）に基づき、本年度は
大崎町中央公民館の１会場で「住民と議会と語る会」を実施いたします。
　日程については、下記のとおりです。多くの参加をお待ちしております。

記
令和 5年１月 28日（土）　午後７時開会

大崎町中央公民館　大ホール

『住民と議会と語る会』

タブレット導入に向けたタブレット導入に向けた
検討委員会検討委員会
東町長に申し入れ東町長に申し入れ
　令和４年 10月 25日（火）、中山美幸委
員長から東町長へ直接申し入れ書を渡し、下
記内容のとおり要望を行いました。

１. �速やかにタブレット導入に向けた調査検討
を行い、議会とともにタブレット機器及び
システムへの認識の共通化を図っていただ
きたい。

２. �タブレット導入に係る財源の確保、導入ス
ケジュールの調整を行い、速やかに具体的
な運用開始時期をお示しいただきたい。
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町内事務調査

総 務 厚 生 常 任 委 員 会
閉会中の町内事務調査において、次の施設工事等の５件を調査しました。

　勝手口へ上がる階段について、手すりが
階段上部の扉付近のみに設置してあり、階
段部分には手すりが無いことから、事故防
止を考え、今後建設予定のバンガローを含
めた全棟の階段手すり設置について、検討
するよう要望しました。

くにの松原キャンプ場くにの松原キャンプ場
バンガロー ２号棟 建設工事バンガロー ２号棟 建設工事

1,638万円

　この施設は、中沖地区公民館の駐車場敷
地内に新設されたものです。40トンの防火
水槽でカバーするエリアはどの程度かとの
問いに対し、補助基準に沿って、地図上で
町内を140メートルごとのブロックに区切
り、設置されていないところを中心に計画
しているとのことです。

耐震性 貯水槽 新設工事耐震性 貯水槽 新設工事

537万円

・くにの松原キャンプ場　電気幹線設備工事（1,037 万円）

　普通免許で運転が可能かとの問いに対し準
中型免許が必要とのことです。
　さらに、持留分団で運転できる団員は何名
かとの問いに対し、分団長によると全団員が
運転可能であるとのことです。

小型動力ポンプ付 積載車小型動力ポンプ付 積載車

1,133万円

　この工事は、令和２年度に建設されたバ
ンガロー１号棟の外壁を松林の景観にマッ
チした木質化への張替えをしたものです。
　当初で松林の景観に合う外壁で整備して
いれば工事費を抑えられたと考えられるこ
とから、今後は設計段階から熟慮するよう
要望しました。

くにの松原キャンプ場くにの松原キャンプ場
バンガロー １号棟 外壁木質化工事バンガロー １号棟 外壁木質化工事

316万円

６月２４日（金）

委員会活動　レポート
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町内事務調査 委員会活動　レポート

文 教 経 済 常 任 委 員 会
閉会中の町内事務調査において、次の施設工事等の８件を調査しました。

　調整槽は、通常何トンまで水を貯蔵するこ
とが可能かとの問いに対し、調整槽は、最大
で574トンの水を貯蔵することができ、南海ト
ラフ地震が発生した場合は、水を供給するた
めの拠点となり、自衛隊の給水車に対応できる
ように吐出口も設置しているとのことです。

中山第二水源地調整槽築造工事中山第二水源地調整槽築造工事

1億1,010万円

　この工事に係る契約方法はどのようなも
のかとの問いに対し、使用している原材料
は、緑化基盤材を使用しており、製造する
事業者が限定されるため１社による随意契
約であるとのことです。工事請負額も高額
なため1社による随意契約については、今後、
検討するよう要望しました。

総合体育館玄関前滑り止め工事総合体育館玄関前滑り止め工事

599万円

・中山第二水源地敷地造成工事（3,016万円）
・�農地耕作条件改善事業　中尾地区　農道改良工事（1,455万円）
・総合体育館トイレ洋式化工事（253万円）
・２災835号田中橋橋梁災害復旧工事（8,030万円）

　現場で主桁を製作しているとのことだが、
工期はどうかとの問いに対しこの橋梁は、
現場で主桁の製作を行い、門型クレーンで
引き出して橋台に架ける工法を採用してお
り、橋脚をなくす橋梁形式で、道路の高さ
が高くなり、取付道路の付帯工事が増加す
るため、工期は長くなるとのことです。

2災836号飯隈橋橋梁災害復旧工事2災836号飯隈橋橋梁災害復旧工事

6,655万円（下部工１工区）
6,776万円（下部工２工区）

　この工事で大崎小学校校舎及び付属棟、
プール更衣室のトイレ洋式化を実施してい
る。この工事で、２８基の洋式化を実施し、現
在、洋式化率は７８パーセントとなっている。
また、小学校のトイレ内に生理用品を常備
できないか検討するよう要望しました。

小学校トイレ洋式化工事小学校トイレ洋式化工事

650万円

７月８日（金）
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／
平
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R4 年 3 月にプレオープンしたセントロランド道の駅あ
すぱる大崎の阿部重治代表取締役にお話を聞きました。

（９月１６日）

セントロランド 道の駅あすぱる

代表取締役

阿部　重治　さん
（穂園集落出身）

リニューアルした温泉施設は
11月にオープン予定！

改装後の宿泊施設
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大崎介護予防太極拳
同好会長
川口　勝久
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